
テストコンテスト出場の背景

• 個人の経験内容をwebアプリケーション分野へ踏襲することで
今までに習得した知識をより汎用化したい
• 同じテストベースに対するテスト設計を共同で進めることで、互いの経験内容の
違いの認識と新しい考えの蓄積を図る

コンセプト

チャレンジングなテスト設計
➢ 互いの経験を踏まえて意見を出し合い、互いの”やってみたい”を形づくりたい
➢ チャレンジした部分について、参加者の方から意見を頂き自分のものにしていきたい
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テスト要求分析

ユーザストーリーマッピングにてユーザのユースケースを洗い出し
PFDにてテスト設計全体像を可視化

ユーザーストーリーマッピング(抜粋)

ステータスは3段階で定義。POが明示的にいると宣言されておらず、ざっくり判断するのに3つあればよいと判断
- Mvp:最初のリリースで含めるべき機能
- Nice to have:最初のリリースでは不要だが、あるとユーザー体験を向上させてくれるもの
- Future: 最初のリリースでは不要。またその後も優先しなくても良いが、あるとよりユーザビリティが増す。

- 看板ライクなツールでチームで議論しながら入力したものをcsv形式に変換
- 仕様書には記載されていないが、あるとよさそうな機能については、proposalの優先度を付与
- proposalの優先度のものについては仕様への提案としてまとめた(後述)

テスト計画
テストスコープの定義や取るべきテストアプローチ、リスク、プロセスについて検討

テスト対象の機能について、ユーザー目線の価値で整理



テストアーキテクチャ設計
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- ログインに関する状態と、計算に関する状態を洗い出し、観点にフィードバック

- 画面遷移を洗い出し、観点作成に役立てる

テストアーキテクチャ設計に必要な情報を整理し、最終的に観点として集約

Warikanアプリデモ版

- 実際に触って挙動を確認しながら、テストすべき項目を
議論するのに役立てる。作成はAIで、工数はかけない



テストアーキテクチャ設計
仕様への提案(抜粋)

- ログインに関する状態と、計算に関する状態を洗い出し、観点にフィードバック

テスト観点

アジャイルテスト4象限

- アジャイルで実施するテストを分類し
  バランスよくテストできることの確認を実施

- これまでの情報を集約し、観点を作成。必要なテストを明確化
- 荒めの観点にとどめ、これ以上の詳細化はテストケース作成で行う



テストケース設計

↓テストチャーター↓

↓テスト実装↓

テストケース

テストケースとテスト実装をテストケースIDにて紐づける
テストチャーターにて探索的テストを行う



テスト実装

- テスト観点とのトレーサビリティあり
- ユーザーストーリーマッピングに基づく優先度が分かる
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